
 

     

    

図書委員おすすめ本の紹介ポップ 展示 

 

 読書週間（10/27～11/９）にちなみ、11/20（火）

LHR の時間を使って、校内一斉読書を行います。 

 当日の内容は、各学級で 4～5 人の班をつくり、3 分

間の発表と 1 分間の質疑応答・意見交換時間を繰り返

し、全員がおすすめの本を紹介しあいます。 

 

〈事前準備〉 

☆ 紹介する本を 1 冊選ぶ。 

☆ 事前ワークシートを使って発表の準備をする。 

（事前ワークシートは朝読書期間に配布します。） 

 

 紹介する本は、小説だけでなく、スポーツ、趣味の本

などジャンルは問いません。ただし、漫画、雑誌、教科

書は除きます。 

図書館の本を紹介する人は、早めに借りて準備をしま

しょう。 

 

 

 図 書 館 だ よ り 
平成３０年１１月９日 蒲生高校図書館 

   

 

校内一斉読書 ～おすすめの本を紹介しよう～  11/20(火) LHR 6限 

【 11 月の朝読書 】 

・11 月 13 日（火）～11 月 16 日（金） 

・８：３５～８：４５ 

 

朝読書期間などを利用し、事前ワークシートを

使って校内一斉読書の発表の準備をしましょう。 

マツコ・デラックスさんと有働由美子アナウンサーが司会を務める NHK スペシャル「AI に聞いてみた ど

うすんのよ！？ニッポン」（NHK 総合）の、10 月 13 日放送のテーマは「健康寿命」でした。 

のべ 41 万人の高齢者のデータを元に AI が解析すると、健康寿命を延ばすには「運動よりも食事よりも読

書が大事」という驚きの結果がはじき出されました。 

 

「本を読むってことは、面倒くさいことを自らしている。活力や向上心があるということが大事なのかな。」 

「小さなころから読書を身近に感じるようにしておいたほうがいいわね。」 

「（社会人が行けるくらい）遅くまでやっている図書館を駅前に 1 つ作るだけで、いろんな問題を解決できる 

かもしれない。」 

 
などと、マツコさんはコメントをされたそうです。 

 大楠祭が終わり、気持ちも落ち着き、一段落しましたね。なんだか読書をする気分になってきませんか？ 
 

 大楠祭で図書委員が展示した、

おすすめ本の紹介ポップを、引き

続き図書館で展示しています。 

 「おすすめ本のポップでクイ

ズ！」もありますので、挑戦して

くださいね。→→→→→ 



 
     

 

【１類 宗教・哲学】 
『心に折り合いをつけてうまいことやる習慣』 中村恒子 すばる舎 
『多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。』 Jam サンクチュアリ出版 
 
【２類 歴史・地理】 
『東大教授がおしえるやばい日本史』 本郷和人 ダイヤモンド社 
『戦中・戦後の暮らしの記録』 暮しの手帖社 
『一度読んだら絶対に忘れない世界史の教科書』 山﨑圭一 ソフトバンククリエイティブ 
 
【３類 社会科学】 
『くらべる日本 』 おかべたかし 東京書籍 
『災害ボランティア入門』 山本克彦 ミネルヴァ書房 
『自衛隊のリアル』 瀧野隆浩 河出書房新社 
 
【４類 自然科学・医療】 
『北欧式眠くならない数学の本』 クリスティン・ダール 三省堂 
『気象災害から身を守る大切なことわざ』 弓木春奈 河出書房新社 
『美しき小さな 雑草の花図鑑』 多田多恵子 山と渓谷社 
『宮沢賢治の元素図鑑』 桜井弘 化学同人社 
『も～っとずぼらヨガ』 崎田ミナ 飛鳥新社 
 
【５類 技術・家庭】 
『図説 戦う日本の城最新講座』 西股総生 学研プラス 
『みんなが知りたい！地球のしくみと環境問題』 北原義昭 他 メイツ出版 
 
【６類 産業・工業】 
『単位と記号パーフェクトガイド』 誠文堂新光社 
『テツ語辞典』 栗原景 誠文堂新光社 
 
【７類 スポーツ・芸術】 
『ゲームシナリオの書き方 第 2 版』 佐々木智広 ソフトバンククリエイティブ 
 
【８類 言語】 
『カナヘイの小動物ゆるっと・カンタン英会話』 カナヘイ Ｊリサーチ出版 
『鈴木亮平の中学英語で世界一周！』 鈴木亮平 マガジンハウス 
『中学校３年間の英語が１冊でしっかりわかる本』 濵﨑潤之輔 かんき出版 
 
【９類 文学・小説】 
『ケーキ王子の名推理（スペシャリテ）３』 七月隆文 新潮社 
『オズの世界』 小森陽一 集英社 
『鍵のかかった部屋』 似鳥鶏 他 新潮社 
『地球星人』 村田沙耶香 新潮社 
『君の話』 三秋縋 早川書房 
『プリティが多すぎる』 大崎梢 文藝春秋 
『５４字の物語』 氏田雄介 PHP 研究所 
『スターティング・オーヴァー』 三秋縋 メディアワークス 
『小説の神様 上』 相沢沙呼 講談社 
『活版印刷堂 ４』 ほしおさなえ ポプラ社 
『９月が永遠に続けば』 沼田まほかる 新潮社 
『時給三〇〇円の死神』 藤まる 双葉社 
『屋上のテロリスト』 知念実希人 光文社 
『日日是好日』 森下典子 新潮社 
『さざなみのよる』 木皿泉 河出書房新社 
『ブロードキャスト』 湊かなえ 角川書店 
『木曜日にココアを』 青山美智子 宝島社 
『そして、バトンは渡された』 瀬尾まいこ 文藝春秋 
『学校へ行けなかった私が「あの花」「ここさけ」を書くまで』 岡田麿里 文藝春秋 
 
【進路】 
『１週間で面接に自信がつく本』 渡部幸 ナツメ社 
『女子のための「手に職」図鑑』 華井由利奈 光文社 
 
【郷土】 
『西郷隆盛はなぜ犬を連れているのか』 仁科邦男 草思社 
『鹿児島の歩き方』 蔵満逸司 南方新社 
『鹿児島力』 橋口滿 高城書房 
『西郷どんの言葉』 齋藤孝 ビジネス社 
 
・新着本コーナーから本棚へ移ると，テーマ別の分類番号で並びます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ここでは紹介しきれなかった

新着本もありますので，図書館

でどうぞ。 

 貸出準備中の本は、予約をし

てください。 

新着本の紹介 

 


